
特別展 橋本コレクション

中国の絵画 来舶画人

渋谷区立松濤美術館

年 4月 15日ω

昭和61年5月 25日(日)

第一会場

地下―階主陳列室

第二会場
二階特別陳列室

方済 「富士真景図」

概 説

17世紀から19世紀、明末から清朝の時代に中国から多 くの画人が日本を訪れました。彼 らは、来舶画人 と総称

されています。その大部分は僧侶 ・商人であり、専門の画家を含めて、中国の画史にはほとんど名を留めてお り

ません。

しかし、近世 日本の絵画の展開に示 した役割は極めて大きく、近世日本の絵画史を語る時、彼 ら来舶画人の名

を欠 くことはできません。また、書籍を持ち渡るなど、 日中の文化交流全般において大 きな役割をはたした存在

であったのです。

豊臣秀吉が没 して朝鮮出兵が中止され、慶長 8年 (1603)1徳川家康が幕府を開 くに及んで、 日中両国の関係は、

回復の方向に向かい、中国商船の来航 も年々増加 しました。陳元賛は、この時期に船客 として来 日し、寛永15年

(1638)には尾州徳川家につかえました。画は文人の余技としての もので したが、性霊派の詩 ・拳法を伝えるなど、

日中文化交渉史の中でその名を欠 くことはできません。

17世紀中葉より日本は鎖国の時代 となり、外国に対 して開かれた唯―の窓日長崎が、来舶画人の主要な活躍の

舞台となります。

順治11年 (承応 3年 。1654)、 隠元が来 日、寛文元年(1661)には宇治に黄栄山萬福寺が開かれました。この隠

元をはじめ、本倦 。即非 らの黄栄僧は書 とともに、禅余に画を善 くしましたが、その中で特筆されるのは、隠元

の招請につ とめた通纂 と、楊遭箕 らの黄栄系画人たちです。漢画派の祖 。曇多売規、嘗な自呆iの濃筵男着 らがそ

期
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の間にで ました。漢画派は、逸然の もた らしたlL宗

の画風に洋画の表現法を加えた もので、いわゆる黄

栄画像にその特色を見 ることがで きます。唐絵目不1

とは、輸入された画の鑑定 。模写を職 とするもので、

北宗画を根幹に、独 自の写生画的描写を試みました

が、沈南頭の来 日するにおよんで、画風を変化させ

ていきました。

沈南頻は衆正 9年 (享保16年 。1731)に、高乾 ・高

釣噸『培 らの弟子を伴なって来 日し、享保18年(1733)

に帰国 しました。約 2年 間の短 い滞在ではあ りまし

たが、明代画院の呂紀一派の系譜につながる、幸麗

な着彩法 と対象に忠実な写生主義の画風は、清新な

もの として迎 えられました。田能村竹田が 「時に昇

平 日久 しく、人漸 く雪舟狩野二派 を厭 い、故に一時

悉 く南頑を称 し、分然 として争い趨 る」 と述べた状

況になったのです。長崎では、唐通事熊代繍江(熊斐)

が師事 して日本における南頻派の祖 とな り、 その問

か ら森蘭斎 ・真村芦江 ・鶴亭が出、鶴亭は京阪に南

頻派を広め、 また、黒川亀玉は南項を学んで江戸に

その画風 を広めました。なお、江戸の楠本雪漢は、熊

斐 に学び、さらに宋紫岩(1758来日)に私淑 して名を

宋紫石 に改ためたほどで した。南頭の影響は、此 に

とどまらず、円山応挙 ・谷文晃 らにも見 られるとい

います。

この沈南頻の来 日にさかのぼること11年の康熙59

年 (享保 5年 。1720)、伊 手九が来 日しました。彼は、

貿易商ではあ りましたが、優れた画技を有 していま

した。この時 までの日本の南宗文人画は、中国人画

家に直接師事するものではな く、例 えば黄楽僧が持

ち渡った画を臨模 し、あるいは、画譜を通 して学ぶに

すぎなかったのですが、伊平九が来 目するに及んで、

初めて文人画の実体 にふれることが可能になったの

です。伊学九の往来 した時期の長崎は北宗画が盛ん

であ り、 その影響は南頑ほどではあ りませんで した

が、清水伯民が学んだほか、池大雅が私淑す るなど

少なか らぬものがあ ります。なお、学九は、大宰春

台校定 「古文孝経」を中国に持 ち帰ってお り、 日中

文化交流に果 した役害1は大 きいものがあ ります。

この伊手九に続いて、乾隆年間(1736～1796)には

費漢源 。方済 。孟涵九 ・費晴湖 。張寛 らが来 日しま
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した。費漢源はその名を冠 した 「費漢源山水画式」

が世に行なわれたことで知 られ、建部綾足 らが師事

しました。方済は、安永 9年 (1780)房州に漂着、海

路長崎に送 られる途次を写生 し、 それが 「漂客奇賞

図」として刊行 されました。孟涵九は、仮名を書 き、俳

句を作 るなど日本文化に理解を示 した人 として知 ら

れ、 また、費晴湖 とともに 「清俗紀聞」の編纂にも

関係 しました。張寛は、張幸の初名であるといわれ、

墨竹にす くれ゙、春木南湖は蘭竹の法を受けました。

費晴湖は、費漢源の一族 といい、山水にす く
゛
れ、春

木南湖 ・十時梅圧 らが学びました。

伊学九 ・費漢源(或は費晴湖)、張寛に江稼圃を加

えて来舶四大家 といい、 日本の南画 ・文人画の発展

に大 きく貢献 したことで知 られます。江稼圃もまた

商人であ り嘉慶年間(1796～1820)tl往来 し、大田蜀

山人と交わったほか、采十通曇 普井継簡・数彗ら
が師事 し、「鉄翁画談」には稼圃の作画についての発

言が多 く記録されています。嘉慶年間には、このほ

か、稼圃の弟の注讐間、茶慇、程漂叛らが初来日し
ています。続く道晃年間(1821～1850)(こは策通疑
華昆田 らの来 日がみ られます。

成豊年間(1851～1861)は、 日本が開国 し中国では

大平天国の乱が起 きる変動の時で した。 この乱を避

けて徐雨亭 ・王克三 らが来 日し、鉄翁 ・逸雲 らと文

雅の交を持 ちました。

尚名 (1862～1874)晃結 (1875～1908)年間は幕末 。

明治時代 にあた りますが、羅清 ・王冶梅 らが来 日し

ています。

これ らの画人 との交わ りを求めて、多 くの文人墨

客が長崎に遊びました。当,邑濫憧 .績 話場 。由亀持

竹田 らの名をあげること力ゞで きます。来舶画人の果

した役割は、単に絵画の面のみにとどまらなかった

といえましょう。

本展は、橋本末吉氏が賞鑑家 。研究者 としての卓

越 した識見をもって克集 された、国内外 に著名な中

国絵画コレクションの中か ら、来舶画人44家86点の

作品 と書跡など12点を選び陳列いたしました。 この

展観を通 して、近世の日中文化交流の一翼 をになっ

た来舶画人についての一層の理解が深 まることと思

います。
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王冶梅 「平林姻雨図」
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【講 演 会】

●4月 26日lILl午後2:00～

「長崎 に来た画人たち」

奈良大学教授

古原 宏伸氏

●5月 3日 l■l午後2:00

「江戸時代絵画 における中国 と日本」

関西大学教授

山岡 泰造氏

【美術映画会】

●4月 27日lB冶晰笈2:00～

「万福寺」「水塁画」「近代の水塁画」

●5月 4日 (日)午後2:00～

「江戸時代の朝鮮通信使」

【美術相談】

専門知識 と経験豊富な美術作家を招き、みな

さまの文化活動の援助になればと美術 (制作)

相談室を開設 します。

★相談日・相談美術作家

●4月 20日(日)午1後1:00～4:00

洋画家 ・西鳴俊親氏/日 本画家 ・荒井朝吉氏

●5月 18日(D午後1:00～4:00

洋画家 ・遠藤原三氏/日 本画家 ・荒井朝吉氏

★申込方法

事前に電話で相談内容を申し込み ください:

松濤美術館 。平面図

地下1階

地下2階

2階

1階

○

¨

図案

◎ 会

◎体 館 日

◎開館時間

◎入 館 料

昭和61年4月 15日脚～昭和61年5月 25日(日)

※会期中陳Fl」替をいたします。

4/21(月)・4/28(月)・4/30例Ю。5/6(ソυ・5/7例Ю・

5/81■l・5/11(日)・5/19(月)

午前9時 ～午後5時 (ただし、入館は4時 30分)

個  人 団体 (20人以上)

一  般 200円 !60円

小中学生 100円 80円


